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鹿児島県の複式学級における社会科学習に関する調査研究
一 単 式 学 級 と の 比 較 や 同 単 元 同 内 容 指 導 の 可 能 性 に 着 目 し て 一
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1問 題 の所 在 小単 元 ごとに 同単元 同内容 指 導が 可 能か を選 択 し

本 稿 は平 成25年 度 鹿 児 島県 にお け る複 式社 会 て も らった 。最 後 のパ ー ト4に は社 会科 学 習ガ イ

科教 育 の状 況 とそ れ に携 わ る小 学校 教 員 の意 識 を ドの育成 お よ び複 式社 会科 学 習 につ い て工夫 や 課

明 らか にす る こと を 目的 とす る。現 在 、複 式 社会 題 を 自由記 述 で回答 す る2問 を用 意 した 。

科教 育 は地 域 の実 情 に応 じて さ まざ まな方 法 で行

わ れて お り、 社会 科 とい う教 科 の特 性 か らくる 困 表1:調 査 項 目のパ ー ト構成

難 も単 式学 級 以上 にあ る と予 想 され る。県 内 で実 あな た の学 校 の複 式学 級 編 制 と社会パー ト1

際 に複 式教 育 に携 わ る教 員 の考 え方 お よ び課 題や 科 学習 方式 につ いて

要望 を把握 す る こ とは 、複 式社 会科 教 育 の実 情 に パー ト2複 式社 会科 授業 全般 につ いて

応 じた 教育 研 究や 教 員養 成 の実 現 のた め に欠 かせ 同単元 指 導 の 可能 な社 会 科 単元 につパー ト3

な い と考 え られ る。 いて

学 習 ガイ ド育成 と複式 社 会 科 の課題パー ト4

11調 査 の方 法 や 要望 につ いて

本研 究 で は 、 平成25年 度 に複 式 学 級 を 有す る(筆 者 ら作成 。)

と考 え られ る鹿 児 島県 内の 小学 校240校1に 対 し

質 問紙 調査 を実 施 した。 質 問紙 は2014年2月21集 計 に際 して は 、多 肢選 択 型 の問 い は答 え を単

日 に送 付 し、3月14日 を 回答 締 切 に設 定 した 。 純 集 計 し,回 答傾 向の 量 的な 把握 を試 み た。 自 由

返 送 の あ った 学校 は137校2(回 収率59.3%)た 記 述 につ いて は 記述 の内 容 を分 類 ・整理 し,量 的

っ たが 、 同一 校 内の 教員2名 が そ れぞ れ 回答 した あ るいは 質的 な傾 向 を把 握す るよ う努 め た。

2枚 の質 問紙 を返 送 して いる学 校 が2校 あ り、返 以下 で は設 問 ごと に調 査 の結果 を示 して い く。

却 は合計139枚 とな った。

質 問紙 の調 査項 目は表1の よ うに4つ のパ ー ト 皿 調 査 の結果

に区 分 した 。 パ ー ト1に は 質 問 紙 回 答 校 の平 成1.パ ー ト1:複 式学級 編 制 と社 会 科学 習方 式

25年 度 の 学 級編 成 と社 会 科 学 習 方 式 に つ い て 自(1)複 式 学級 編制

由記 述 で 回答 す る3問 を設定 した 。パ ー ト2は 複 問1の 設 問 は次 のよ うに した。

式 社会 科 授 業 の事 前 ・事 中 ・事 後 に関 す る22項 問1あ なた の学 校 に お け る平 成25年 度 の

目つ いて 、単 式学 級 と比 較 した 教員 の感覚 を選択 学 級編 制 を教 えて くだ さ い。

肢 か ら回答 して も らっ た。パ ー ト3で は第3学 年 例)1年:単 式/2・3年:複 式/4年:

か ら第6学 年 の社 会科小単 元 として43項 目を挙 げ、 単 式/5・6年:複 式
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各校 の記 述 か ら学 級 の学年 編 制 を集 計 し、 順則 よ る単式 学 級 も多 く見 られ、 児童 の 転 出入 に よっ

複 式学 級 の みか 変 則複 式 学 級 が含 まれ る のか3に て学 級編 制 の変 動 も大 き くな る ことが容 易 に予 想

着 目して整 理 した ものが 表2で あ る。 た とえ ば表 され る。

2「 順則 複 式 学級 」 の 「5・6年 複 式 」 の行 を横

に○ の箇所 を見 て いけ ば、5・6年 の複式 学 級 と(2)社 会科 学 習方 式

1年 、2年 、3年 、4年 の単 式 学級 を有す る学校 間2で は①3年 生以 上 の社 会科 学 習方 式 と② そ

が7校 、5・6年 の 複式 学級 のみ を有 す る学 校が の方式 の採 用理 由を尋ね た 。

2校 あっ た こ とを示 して いる。 最下 の行 には 学級 間23年 生 以 上 の学年 を含 む複 式学 級 にお

編 制 ご とに学 級数 を示 した 。な お特 別 支援 学 級 に ける社会科 学習方 式について教 えて ください。

つ いて は 、質 問文 で 明確 に指 示 して いなか った た ① 社 会 科 学習 方 式(AB年 度 方 式 あ る い

め に挙 げて いる学 校 と挙 げて いな い学校 が ある と は 学年別 方式)

考 え られ 、今 回 は集計 を行 わ なか った。 例)問1例 の 学 級 編 制 の場 合)2・3年

表2よ り複式 学 級 を有す る137校 の回答 校 の う 複 式:2年 生 は 異教 科,3年 生 は社 会科

ち 、3・4年 と5・6年 の複 式 学級 を有す る学校 を指 導す る学 年別 方 式/5・6年 複 式:

が42校(31%)と 最 も多 い 。 これ は1年 を含 むAB年 度 方式

複 式学 級 の児 童数 は8人 まで、1年 を含 まな い場 ② そ の よ うな社 会科 学 習方 式 を採 用 す る

合 は16人 まで とす る基 準 の違 いが 影 響 した結 果 理 由

と考 え られ る4。2番 目 に多 い のが39校(28%)137校 の うち3校 は パー ト1の 問2以 降す べ て

の完 全 複式 、3番 目は3・4年 の複 式 学級 の み を 無 回答 とな って いたが 、社 会 科 のな い1・2年 複

有 す る22校(16%)と な る 。表2で は 欠 学年 に 式学 級 のみ を有 してお り、3年 生以 上 は単 式学 級

表2:回 答 校 の学級 編制

1.211頂貝ilrt3.42学撃62.詰'貝ilk'.4.5式 雛12睾 式 響56合 計 学 校 数

1・2式

3・4年 複 式39139

5・6年 複 式

(完全複 式)

乙:叢3272

乙:誰綴18 5
11鷲 式畿 綴142

32
1・2年 複 式13137

16

3

3・4年 複 式122

1

1

5・6年 複 式19

1
1

変貝籍 離 級17

1

1

ロ百 子 級5811099511586213142727

(筆 者 ら作 成 。)
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か欠学年となっているためであると考えられる。2)学 年別方式のみを全複式学級で採用

したがって本間の回答学校数は134校 となる。回 次に問2① の回答として学年別方式のみを記述

答を複式学級の学年編制ごとにAB年 度方式5か した学校について見ていこう。表3よ り回答校の

学年別方式6か に着目して集計したものが表3で ほとんどが学年別方式を採用していることがわかる。

ある。たとえば 「順則複式学級」の 「3・4年 」 特に変則複式学級を有する学校では、すべての

の列を見るとAB年 度方式が9学 級、学年別方式 複式学級で学年別方式を採用している。低学年と

が100学 級、その他が1学 級と回答されたことが 中学年や中学年と高学年を組み合わせる変則複式

わかる。学習方式ごとに該当学級数やその方式が 学級においては児童の発達段階の違いも大きく、

選択された理由を見ていこう。 学級編制の変動の可能性も考慮すればAB年 度方

式を採用することはかなり困難であるからだろう。

表3:社 会科学習方式 複式学級として順則複式学級のみを有する学校

III
3.4貝1工 穿 讐2.3"貝9i4.轟 子級3.5が 学 年 別 方 式 を 採 用 す る 理 由 に つ い て は 、 記 述 に

AB

年IRail方歪9100594050101含 ま れ る 複 数 の 理 由 を 抽 出 し て 整 理 し 、 表4の よ

2也10000う に11タ イ プ に分類 して集 計 した 。
ロG11099511

(筆者 ら作 成。)

表4:順 則 複式 学級 の み を有 す る学校 で 学年

1)AB年 度 方 式 を一 部 あ る いは全 複 式 学 級 で採 別方 式 を採用 す る理 由

用 一 理由 室恰1
広 入児 思538%

AB年 度 方式 を3・4年 で 実 施 して いる9校 す2
5昌 暮器棊親荏筆薯餐階 生活経験などを考慮4517%10%

べてが5・6年 複式学級 も有 しているが、5校 は5・84害 選藩禦器畿 矯垂努向上ができるから39° °6°/
a

6年 で もAB年 度 方式 を採用 し、残 りの4校 は5・ ⑦ 賞禦 験 舗欝 葛翔 よ県や地区のテス6%

6年 で は学年 別方 式 を採用 して い る。39幾 要霧轟場慧婚が図れるから4°/a$°/ a

3年 か ら6年 ま で一 貫 してAB年 度方 式 を採 用106蛋 睾灘釜 轟謬 響詮 を避けるため11°/u1%

す る5校 の理 由に は 、 「児 童 の転 出入 が な い」 と11の 。言61444°/a100%

い っ た学 校 の実 情 、 「校 外 学習 が 難 しい 」 や 「直(筆 者 ら作成 。)

接指 導 と間接 指導 の 組 み合 わせ に 困難 」 と いっ た

学年別方 式 の課題 を挙 げた回答が あった。 また 「集 「① 転 出入 児 を考 慮 」 と 「② 児 童 の負 担 や 発 達

団学 習 を通 して 、思考 が 深 め られ 、拡 大 され る こ 段 階 ・生活 経験 な どを考慮 」 は児 童 に重 点 をお い

とに よって 社 会 的な 見方 や考 え方 を よ り育 む こと た理 由、 「③ 教 師 の 負 担軽 減 」 と 「④ き め細 か な

が期 待 され る」 とい ったAB年 度 方 式 の意 義 と社 指 導 や学 力 向上 が で きる か ら」 は教 師 の指導 に重

会科 の教 科特 性 を結 び付 けた 回答 も見 られ た。 点 をお い た理 由、 「⑤ 内容 の系統 性 を考 慮 」 と 「⑥

一方
、3・4年 はAB年 度 方式 で5・6年 は学 見 学 な どの 活動 を考 慮 」 は教 育 内容 に重 点 をお い

年別方 式 を採用す る4校 の理 由を見て み ると、3・ た理 由、 「⑦ 学 校 の 統 廃合 の計 画 あ る い は県 や 地

4年 につ いて は上 と同様 に校 外 学習 につ いて挙 げ 区 のテ ス ト、集 合 学習 に対 応 す るた め」 と 「⑧ 学

る も のが 多 く、5・6年 につ いて は 「AB年 度 に 級 編 制 の変 動 を考 慮」 は教 育行 政 や 学校 運 営 に重

分 ける こ とが難 しい」 とい う意 見が 見 られた 。 『小 点 をお いた 理 由 とな る。 また 「⑨ 複 式指 導 の解 消

学校 学 習指 導 要領 』 で は、社 会 科 の各 学年 の 目標 が 図れ るか ら」 は 学年 別指 導 を行 う際 に2名 の教

及び内容 につ いて3・4年 は まとめて示 されてお り、 員 で 両学 年 を分 担す る こ とで 「わ た り」 や 「間接

3年 と4年 が 分化 されて いな い ことが3・4年 で 指 導 」 といっ た複 式指 導 を行 う必 要 が な くな る こ

AB年 度 方 式 を採 用 す る後 押 し とな って い る と考 とを理 由 と した も ので あ る。 そ して 「⑩AB年 度

え られ る。 方 式 のデ メ リッ トを避 け るた め」 は2個 学 年 の学

習 内容 をAB年 度 に配 分 す る難 しさ な ど を挙 げた
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理由を、「⑪その他」は 「当然だと思う」などの 態を把握するための今後の調査課題としたい。

理由を分類した。

表4よ り 「①転出入児を考慮」(55理 由、38%)3)そ の他の学習方式

が一番多く、次に 「②児童の負担や発達段階 ・生 表3の その他に分類した1校 は、3・4年 につ

活経験などを考慮」(24理 由、17%)が 多いこと いて 「一部合同で授業。分かれた場合は,校 長が

からわかるように、児童に重点をおいた理由が上 授業(3年 生を)」 となっていた。後半部分は教

位を占めた。3番 目に多い 「⑤内容の系統性を考慮」 員2名 による学年別方式に該当するが、前半部分

(15理 由、10%)で は 「身近なところから市、県、 は同単元同内容同程度指導であるAB年 度方式に

日本へと学習する方がわかりやすいため」といっ 該当するのか、同単元同内容異程度指導に該当す

た学習指導要領社会科の教育課程編成を重視する るのか判断できなかった。問3で はAB年 度方式

理由が見られた。また4番 目には 「⑧学級編制の または学年別方式を基本としながら他方の方式を

変動を考慮」(13理 由、9%)が 挙がっており、「① 一部組み入れる単元配列を行っているかを具体的

転出入児を考慮」とあわせ山村留学制度や特認校 に尋ねたのだが、まさにこの学校が該当すると考

制度(小 規模校入学特別認可制度)へ の配慮がう えられる。しかし残念ながらこの学校は問3を 無

かがえる。 回答にしており、単元配列の詳細は不明である。

問2の ①と②を通して、学年別方式を採用して

いる学校の回答の中には学年別指導の際に2名 の(3)社 会科学習方式

教員が各学年を分担していることを示す記述が見 問3は 以下のように尋ねた。

られる。AB年 度方式であっても学年別方式であ 問3AB年 度方式と学年別方式との折衷案

っても、2つ の異なる学年の児童への対応など複 で単元配列をされている場合,そ の具体的

式学級特有の複式指導が必要となるが、教員2名 な単元の配列を教えてください。

による学年別方式の授業であれば複式指導の解消 例)A年 度は下学年内容,B年 度は上学年

および単式化が可能となる。「⑨複式指導の解消 内容指導が基本であるが,5年 生の○○単

が図れるから」や 「⑥見学などの活動を考慮」は、 元はB年 度で学ばせ,6年 生の▲▲単元は

学年別方式のなかでも教員2名 による学年別方式A年 度で学ばせる。

が可能な学校の記述と考えられる。

その実施体制については、複式学級担任が一方 回答用紙の返却があった学校のほとんどが 「実

の学年の社会科授業を行う際、もう一方の学年で 施なし」と記入するか無回答だった。回答のあっ

は校長や教頭といった管理職教員や理科などの補 た7校 は問2でAB年 度方式を一部あるいは全複

助教員による授業が行われるといった記述や、「3式 学級で採用と回答した小学校であり、6校 はA

年は担任、4年 は1学 年の担任が指導(1・2年 年度とB年 度の単元配分を記述し、1校(Z小 学校)

は合同体育で2年 担任が指導しているのでその間 は部分的に採用する学年別方式についても記述し

に行 うようにしている)」のように時間割と教員 ている。

の配置を工夫しているという記述が見られた。A年 度とB年 度の単元配分を記述した6校 のう

一方 「社会科や理科は、補助教員をつけるか、 ち3校 はA(B)年 度で下学年内容、B(A)年

何らかの方法をとってほしいとお願いしているが、 度で上学年内容を扱う。残 りの3校 のうち1校 は

予算(お 金)が ないからできないのだと思ってい 単元の具体がないため詳細がわからず、2校 の3・

ます」という記述のように、教員2名 による学年4年 の単元配分は表5の ようになる。表5に ある

別方式を実施することが難しい学校もある。自由 番号はパー ト3の 設問で用いた小単元の番号と対

記述の設問であったために学年別社会科授業を教 応してお り、回答に記述されていた教科書の小単

員1名 で行っているのか、2名 で行っているのか 元名から小単元の教育内容を特定した。なお、こ

を判断できない学校も多い。県内の複式指導の実 の2校 の5・6年 については5年 内容と6年 内容
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でA年 度 とB年 度 を分 け てい る。 今後 は よ り詳細 な追 加調 査等 を行 うこ とで 、X・

Y・Z小 学 校 以外 の 学校 も含 め た鹿 児 島県 内の 複

表5:3・4年 でAB年 度 方 式 を採 用す る学校 の 式学級 社会 科単 元 計画 の検 討 を行 い た い。

単元 配列 の具 体

X小 学校Y小 学校2.パ ー ト2:複 式社会 科授 業全 般 につ いて

A年 度B年 度A年 度B年 度 パ ー ト2で は複 式社 会科 授 業 の事 前 ・事 中 ・事

3913後 に関 す る22項 目つ い て 、単 式 学 級 と比 較 した

41024教 員 の感 覚 を 「そ う思 う」 「や や そ う思 う」 「単 式

7179学 級 と同様 」 「や やそ う思 わな い」 「そ う思 わ ない」

82810の5つ の選 択肢 か ら回答 して も らった。 質 問文 と

1251211項 目が以下 で あ る。

136135複 式 社 会科 学習 指 導 に 関す る各 質 問事項 に

1411146つ いて,単 式 学級 と比較 して 先生 がそ う思わ

(筆者 ら作 成。)れ る空欄 に○ をつ けて くだ さい。

X小 学校 は 、A年 度で 地域 の販 売 ・生産(小 単 質 問事 項

元番 号3・4、 以 下 同様 に括 弧 内 の数 字 はパ ー ト 学年 の 発達 段 階や 学 習 内容 の 系統 性 を
1

3設 問 の小 単 元 の番 号)、 災 害 ・事 故(7・8)、 ふ まえや す い

県(12・13・14)の 学 習 を行 い、B年 度 で飲 料水 事2教 材研 究 や資 料 の準備 等が しや す い

他 ・廃棄物(9・10)、 学校の まわ り ・市(1・2)、 前 社 会 科 の見 学 ・体 験 ・活 動 を計画 しや
3歴史 的

な 内容(5・6・11)を 学 ぶ。Y小 学 校 は、 す い

A年 度 で学 校 の ま わ り ・市(1・2)、 災 害 ・事 地域 との協 力 ・連 携 が容 易 で,そ れ を
4

故(7・8)、 県(12・13・14)を 学 び、B年 度 社会 科授 業 に活 か しや す い

で 地域 の販 売 ・生産(3・4)、 飲 料 水 他 ・廃 棄5学 習 の 問題意 識や 関心 をもたせ やす い

物(9・10)、 歴史 的 な 内容(11・5・6)の 学6児 童 の社 会経 験 を授業 に活 か しやす い

習 を行 う。 地 図や 統 計な どの各 種資 料 か ら必 要 な
7一多 く

の教 科 書で は3年 生 で昔 の道 具(5)と 文 情報 を読 み取 らせ やす い

化財 や 年 中行 事(6)を 学 び、4年 生 で発 展 に尽 社 会 的 事象 に関 す る各種 の資 料 を効果8

く した 先人(11)を 学 ぶ ところ を、両 小学 校 とも 的 に活 用 させ やす い

連続 して歴 史 的 な内 容 を学 ぶ よ うにす る な ど共通 児童 の 主体 的 な 学習 活 動 を行 わせ や す
9性 が見

られ る。一 方 、3年 生か らは じま る社 会科 事 い

の導 入的 役割 を持つ 学校 の まわ り(1)と 市(2)中10異 学 年 の学 び合 いを取 り入 れや す い

の 小単元 をX小 学 校 で は年度 の途 中 に配置 す る な 個 々の 児童 に応 じた学習 指 導 を行 いや
11ど

の独 自性 も見 られ 、配 置 の理 由等 につ いて は追 す い

加調 査が 必要 とな ろう。 児童 に社会 的 事 象 を多 角的 ・多面 的 に
12

AB年 度 方式 を基 本 に 、部 分 的 に学 年 別 方 式 を 考 察 させ やす い

取 り入れて いると回答 したZ小 学校 の単元計画 には、 児童 に社会 的 事 象 につ いて 公 正 に判 断13

両年 度 で繰 り返 して 学習 され る小単 元 が複 数 あ っ させ やす い

た り7、5・6年 複 式 学 級 で は1月 か ら学 年別 指 児童 に複数 の社会 的 見方 ・考 え方 を身
14導

を取 り入 れ た りす る な ど他 には な い配慮 や 工夫 につ け させや す い

が見 られ るが 、紙 幅 の都 合 で詳 細 につ いて は割 愛 児童 に社会 的 事 象 の特 色や 事 象 間の 関
15す

る。 連 を説 明させ やす い
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児 童 の 学 習 内 容 の ま と め を,授 業 の ま 倒 的 に否 定 的 な 回 答 が 多 い 。 学 年 別 方 式 で 各 学 年

16と め と し て そ の ま ま 採 用 しや す い(教 が 異 な る 内 容 を 学 ぶ 場 合 、1人 の 教 員 の 引 率 で2事

師 の 加 筆 修 正 は ほ と ん ど な い)個 学 年 双 方 に と っ て の 学 習 内 容 とな る 見 学 や 体 験中

子 ど も の 多 様 な 考 え を 活 か しな が ら授 を 行 う の は 非 常 に難 し い 。 ま た 複 式 学 級 を有 す る
17 業

を 進 め や す い へ き 地 な ど で は 、 見 学 や 体 験 の 場 所 や 機 会 が そ も

社 会 的 事 象 に 関 す る 基 礎 的 ・基 本 的 な ぞ も得 に くい こ と も 回答 の背 景 に あ る と考 え られ る。18

知 識 を 習 得 さ せ や す い 次 に 少 な い の は 「10.異 学 年 の 学 び 合 い を 取 り

本 時 の 目 標 到 達 や 定 着 度 合 い な ど を 振 入 れ や す い 」(「 単 式 学 級 と 同 様 」7人 、5%)で19

り返 りや す い あ り、本 質 問 に対 して は 「そ う思 う」(29人 、21%)、

事 学 習 内 容 に 関 連 す る 地 域 の 観 察 や 調 査 「や や そ う 思 う 」(68人 、50%)と 圧 倒 的 に 肯 定 的20

後 を 家 庭 学 習 に 活 か し や す い な 回 答 が 多 く な る 。 社 会 的 な 見 方 や 考 え 方 を 広 げ

学 習 内 容 に 関 す る 復 習 を 家 庭 学 習 に 出 深 め る 教 科 で あ る社 会 科 に お い て 、 異 学 年 児 童 の21

し や す い 見 方 や 考 え 方 に 触 れ る 機 会 は 重 要 と な る 。 へ き 地

次 時 の 学 習 内 容 に 関 す る 予 習 を 家 庭 学 に お い て は 子 ど も の 社 会 経 験 や 生 活 経 験 の 乏 し さ22

習 に 出 しや す い も 危 惧 さ れ る が 、 複 式 学 級 に は 常 に 異 学 年 の 子 ど

も が 存 在 す る こ と を 積 極 的 に活 用 し た 社 会 科 授 業

先 述 した よ う に 回 答 返 却 校137校 の う ち1・2を 構 想 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。

年 複 式 学 級 の み を 有 す る3校 を 除 き 、134校 の 教 ま た 「2.教 材 研 究 や 資 料 の 準 備 等 が しや す い 」

員136人 分 の 返 却 が あ っ た 。 前 述 の5つ の 選 択 肢(「 単 式 学 級 と 同 様 」12人 、9%)で は 「や や そ

に加 え 「無 効 回 答/無 回 答 」 で 集 計 し 、 そ れ ぞ れ う 思 わ な い 」(47人 、35%)、 「そ う思 わ な い 」(60

の 回 答 人 数 と そ の 割 合 を 示 し た も の が 表6で あ る 。 人 、44%)と 否 定 的 な 回 答 が 多 く 、 反 対 に 「9.

「単 式 学 級 と 同 様 」 と い う 回 答 が 少 な い 質 問 事 項 児 童 の 主 体 的 な 学 習 活 動 を 行 わ せ や す い 」(「 単 式

に 着 目 し 、 複 式 学 級 教 員 が 感 じ る 単 式 学 級 と の 違 学級 と同 様 」20人 、15%)で は 「そ う思 う」(16人 、

い を 見 て い こ う 。12%)、 「や や そ う 思 う」(66人 、49%)と 肯 定 的

最 も 少 な い の は 「3.社 会 科 の 見 学 ・体 験 ・活 な 回 答 が 多 い 。 少 人 数 の た め 児 童 主 体 の 学 習 活 動

動 を計 画 しや す い 」(「単 式 学 級 と同 様 」6人 、4%)を 行 わ せ る 機 会 や 時 間 を確 保 しや す い 一 方 、 児 童

で あ り、 本 質 問 に対 して は 「や や そ う思 わ な い 」(35の 主 体 性 を 保 障 す る た め の 資 料 準 備 な ど の 教 材 研

人 、26%)、 「そ う思 わ な い 」(72人 、53%)と 圧 究 に は 困 難 を感 じ て い る こ と が 推 測 さ れ る 。

表6:複 式 社 会 科 授 業 に対 す る 単 式 学 級 と 比 較 した 教 員 の 感 覚

質問 項'巽1234567891011

そっ思っ107%11%43%43%64%21%21%43%1612%2921%1310%
ややそう思う3022%21%64%97%118%2015%410%86%6649%6850%2720%

単式学級と同様4533%129%64%5037%7253%6749%951%7454%2015%75%2115%
ややそう思わない2115%4735%3526%3022%2115%2015%619%2418%g7%107%392g%

そう思わない1410%6044%7253%2921%1310%12g%2g%118%118%g7%2317%
無六 口佐/無 口佐1612%1410%1310%1410%1310%1511%310%1511%1410%1310%1310%

口高136136136136136136136136136136136

質問 項、1213141516171819202122

そっ思っ21%00%00%11%00%11%64%75%21%11%21%
ややそう思う1511%86%1612%2216%1914%2115%1310%1511%64%64%64%

単式学級と同様5440%7354%4533%6145%5138%4231%5037%5138%8563%9167%8764%
ややそう思わない3324%2720%392g%2720%3224%3425%392g%3224%2015%1410%1410%

そう思わない1813%1410%2317%12g%2115%2216%1511%1813%107%118%1410%
無六 ロ妓/無 口笠1410%1410%1310%1310%1310%1612%1310%1310%1310%1310%1310%

ロ高136136136136136136136136136136136

(筆 者 ら作 成 。)
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「11。個 々の児童 に応 じた学 習指導 を行 いやす い」4地 域 の生 産(農 家 の仕 事な ど)

(「単式学級 と同様」21人 、15%)で は、 「そ う思 う」5昔 の道 具 とく らし

と 「や や そ う思 う」 の肯 定 的 回答(40人 、30%)6地 域 の文 化財 や年 中行 事

と 「や やそ う思わ な い」 と 「そ う思 わ な い」 の否 第7災 害(火 災 な ど)の 防止

定 的回答(62人 、46%)と に二極 化 して い る。複38事 故(交 通事 故な ど)の 防 止

式学 級 は少 人 数で ある こ とか ら児童 一 人一 人 に応 ・9飲 料 水,電 気,ガ ス の確 保

じた学習指 導 が容 易で ある と想像 しが ちで あるが 、410廃 棄 物(ご み,下 水)の 処 理

否定 的 回答 が 肯定 的 回答 を上 回っ て いる。 この二 学11地 域 の発 展 に尽 く した先人

極化 の原 因 と して 教 員 の複式 学 級指 導 歴 の違 いが 年12県 の様子

予想 され るが 、今 後 イ ンタ ビュー調 査 を追 加 で行13県 内の特 色 ある地 域 の人 々の く らし

うな ど して解 明 して いき たい。 国 内の 他地 域 や外 国 とのか か わ り(世14

本 間で尋 ね た複 式 授業 の準 備 や実 施 に は学 習方 界 とつな が るわた したち の県)

式 の違 いが 大 き く影 響す る。今 回 の調 査で は 回答15世 界 の 中の 国土

者 が 回 答 で 想 定 す る学 習 方 式 を 尋 ね て お らず 、16国 土 の地 形 の特色

AB年 度 方 式 につ いて の 回答 と学年 別 方 式 に つ い17国 土 の気 候 の特色

て の 回答 を分 けて集 計 す る こ とは で きな か っ た 。18我 が 国 の農業

質 問方法 につ い ては今 後再検 討 してい きた い。19我 が 国 の水産 業

20こ れ か らの食 料生 産 とわた した ち

3.パ ー ト3:同 単 元 同内容 指 導 の可 能な 社会 科 第 国民 生 活 を支 え る工 業製 品(自 動 車 を
21

単 元 につ いて5つ くる工 業 な ど)

パ ー ト3で は第3学 年 か ら第6学 年 の社 会 科小 学22工 業 生産 と工 業地 域

単元 と して43項 目を挙 げ、 小単 元 ご とに 同単 元 年23工 業 生産 と貿 易

同内容指導 が可能か を 「可能」 「工夫すれば可能」 「や24情 報 産業 とわ た した ちの く らし

や 難 しい」 「難 しい」 の4つ の選 択 肢 か ら回答 し25社 会 を変 え る情報

て も らっ た。43項 目は鹿 児 島 県 内 で 多 く採 用 さ26情 報 を生 かす わた したち

れ て いる社 会科 教科 書8の 小単 元 名 を基 本 に して 、27わ た した ち の生活 と森 林

適宜 、学 習指 導要 領 も参考 に作 成 した。28環 境 を守 るわ た した ち

異学 年 の学 び合 いを効 率 的効 果 的 に授業 に採 り29自 然 災害 を 防 ぐ

入 れ るの な らば 、異 な る2つ の学年 に同単 元 同 内30縄 文 のむ らか ら古 墳 の くにへ

容指 導 を行 う ことが 望 まれ る。 本パ ー トで は 小単31天 皇 中心 の 国づ く り

元 ごとにそ の 可能 性 につ いて尋 ね た。 質 問文 と項32武 士 の世 の 中へ

目は以下 で ある 。33今 に伝 わ る室 町文 化

3・4年 複式 学 級 と5・6年 複 式 学級 の場34戦 国 の世 か ら江 戸 の世 へ

合 の社 会 科 の 同単元 同内容 指 導 の可 能性 につ 第35江 戸 の文 化 と新 しい学 問

いて,単 元 ごと に先生 が そ う思 われ る 空欄 に636明 治 の 国づ く りを進 めた人 々

○ をつ けて くだ さい。 学37世 界 に歩 み 出 した 日本

年38長 く続 いた戦 争 と人 々の く らし

39新 しい 日本,平 和 な 日本へ

小 単元40わ た した ち の願 いを実 現す る政 治

1身 近な地 域(学 校 の まわ り)の 様子41わ た した ち の く らしと 日本 国憲 法

2市(区,町,村)の 様 子42日 本 とつ なが りの深 い国 々

3地 域 の販 売(店 では た ら く人)43世 界 の未 来 と 日本 の役割
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前 述 の4つ の 選 択 肢 に 加 え 「無 効 回 答/無 回 答 」4.パ ー ト4:学 習 ガ イ ド育 成 と 複 式 社 会 科 の 課

で 集 計 し 、 そ れ ぞ れ の 回 答 人 数 とそ の 割 合 を 示 し 題 や 要 望 に つ い て

た も の が 表7で あ る 。 「や や 難 し い 」 お よ び 「難 最 後 の パ ー ト4で は 、 問1で 社 会 科 学 習 ガ イ ド

し い 」 と い う 否 定 的 な 回 答 が 多 か っ た 小 単 元 に 着 の 育 成 を 、 問2で 複 式 社 会 科 学 習 に つ い て 工 夫 や

目 し て 見 て い こ う 。 課 題 を 自 由 記 述 で 回 答 し て も ら っ た 。 実 際 の 設 問

6年 小 単 元 と な る 日本 の 歴 史(30～39)や 政 は 以 下 の 通 り で あ る 。

治(40)・ 憲 法(41)で 否 定 的 回 答 が 多 く 、 単 式 問1社 会 科 学 習 ガ イ ドの 育 成 に 関 し,工 夫

学 級 で は4年 で 学 習 す る こ と の 多 い 都 道 府 県(12や 配 慮 が あ れ ば 具 体 的 に お 教 え くだ さ い 。

～14)も や や 否 定 的 回 答 が 多 い 。 こ れ は 順 則 複

式 学 級 に お い て 上 学 年 内 容 とな る 小 単 元 が 挙 げ ら 問2そ の 他,複 式 社 会 科 学 習 に 対 す る 課 題

れ て い る と 解 せ よ う 。 歴 史 や 政 治 ・憲 法 は 日 常 生 や 要 望 な どあ れ ば 自 由 に お 書 き くだ さ い 。

活 の 中 で 子 ど も た ち の 目 に直 接 見 え る も の で は な 紙 幅 の 都 合 で 詳 細 な 分 析 結 果 を 示 す こ と は で き

く社 会 科 の 学 習 も 難 し く な る 。 ま た へ き 地 に お い な い が 、 複 数 の 回 答 で 見 られ た 共 通 点 や 複 式 社 会

て は 県 の 施 設 や 県 内 他 地 域 と の 関 わ り も 目 に し に 科 に特 徴 的 な 点 を3点 挙 げ る 。

く い こ とが 予 想 さ れ る 。 特 に 鹿 児 島 県 で は 離 島 が

点 在 し 、 周 囲 を 山 に 囲 ま れ た 市 町 も 多 く 、 県 内 の(1)他 教 科 と も 共 通 した 学 習 ガ イ ドの 育 成

地 域 の 特 色 は 多 様 で あ る 一 方 、 他 地 域 を 訪 問 し た ま ず 問1の 社 会 科 学 習 ガ イ ドの 育 成 に つ い て で

り他 地 域 の情 報 に触 れ た りす る 機 会 はそ う多 く な い 。 あ る 。 学 級 全 員 が 学 習 ガ イ ド と な れ る よ う 「輪 番

複 式 社 会 科 学 習 の 拡 充 の た め に は 鹿 児 島 県 に つ い 制 で ガ イ ド役 を させ て い る(日 替 わ り ・週 替 わ り

て の 教 育 内 容 開 発 も重 要 と な っ て こよ う 。 で実 施)」 とい う小 学 校 が あ る 一 方 、 「慣 れ る まで は,

特 定 の 子 供 を ガ イ ド育 成 し,ガ イ ド学 習 に慣 れ さ

表7:同 単 元 同 内 容 指 導 の 可 能 な 社 会 科 単 元

3・4小"元
撰1234567891011

可能2317%2418%2216%2216%282%821%2015%914%1410%118%1410%
工夫すれ ば可能5742%5742%5540%145%533%843%5339%339%4735%5238%5843%

やや難しい2216%2317%2015%914%221%813%2619%720%3828%3224%3224%
難しい129%118%1612%29%11%07%1511%4io%1511%1813%118%

無x口A/無 ロ竺2216%2115%2317%216%221%216%2216%317%2216%2317%2115%
口G136136136161361613616136136136

3・4年小単元5年 小単元
、1213141516171819202122

可目G131%118%86%1813%1713%1612%1511%14io%1612%14io%1310%
工夫すれ ば可能392%4231%3727%4835%4130%4130%4130%4130%4231%329%4029%
やや難しい423%4231%4533%2015%2720%2720%2418%2418%2216%219%2418%

難しい201%2015%2418%2015%2115%2115%2418%2418%2518%219%2720%
無交 口竺/無 口嫁221%2115%2216%3022%3022%3123%3224%3324%3123%323%3224%

ロP13613613613613613613613613613136

5年 小単元6年 小単元
3124125126127128129130131132133

可能11%1511%162%1612%1310%1410%1511%86%75%75%75%
工夫すれ ば可能36%3828%377%4130%4735%5138%5238%3022%3022%2921%2921%

やや難しい21%2720%291%2518%1914%1813%1612%2821%2921%2921%2821%
難しい28%2518%237%2317%2518%2317%2317%3828%3828%3929%4029%

無交 ロ竺/無 ロ笠34%3123%313%3123%3224%3022%3022%3224%3224%3224%3224%
口百13136136136136136136136136136136

6小"元

134353637383940414243

可能75%75%64%64%75%75%43%32%75%64%
工夫すれ ば可能221%2821%3022%3224%3123%323%3224%3022%4533%4332%
やや難しい221%2921%2921%2720%2720%221%3224%3526%2720%3022%

葵筐しい329%4029%3929%3929%3929%328%3727%3626%2518%2518%
無交 口依/無 ロ竺324%3224%3224%3224%3224%323%3123%3224%3224%3224%

口G1313613613613613136136136136

(筆 者 ら作 成 。)
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せる」というように初期には学習ガイ ドを固定す 材研究の工夫も考えられるが、「授業前の教材研

る小学校も見られた。この他にも 「低学年のうち 究や準備に時間がかかる…(中 略)… 地域を教材

から段階的にガイ ド学習ができてくるように訓練 化したり,地 域を知る時間がほしい」という意見

する」など、他教科と共通する学習ガイドの育成 もあり、教員養成や地域の社会科研究会における

についての記述が多く、社会科という教科におけ 教材の開発と蓄積など重層的に課題改善に取 り組

る特有の学習ガイ ド育成に関する記述は見られな んでいく必要もあると考えられる。

かった。

N本 調査の示唆するもの

(2)社 会科と学習者のレディネス 本調査から鹿児島県の複式社会科教育に携わる

問2に おいて課題や要望として挙げられたもの 小学校教員の多様な考え方と課題や要望が明らか

のなかで社会科という教科特性と関連するものと になった。回答の傾向性と今後の研究課題をまと

して学習者のレディネスへの言及がある。 めると以下の3点 に整理できる。

「自ら意欲的に学習しない子や社会が嫌いだと 第1に 、多くの複式社会科学習において学年別

いう子と、とても意欲的に取 り組む子との差がよ 方式の指導がなされており、複式指導の解消をめ

り激しくなるのが単式と違う」という意見がある ざして管理職教員などの協力を得た教員2名 によ

ように、単式学級以上に学習者の興味 ・関心を触 る学年別指導も採 り入れられていることである。

発していく必要がある。少人数がゆえに一人の児 一方で、異学年の学び合いが容易であることが複

童の気分によっても学級の雰囲気が左右されるこ 式社会科の特性という認識もある。学年別方式と

とは他教科とも共通するが、一般的に社会科を 「とAB年 度方式とを組み合わせる単元および授業の

ても好き」「まあ好き」と回答する児童の比率は 計画も求められよう。

他教科よりも低いことを考慮する必要がある9。 第2に 、複式社会科学習には学習者の社会経験

先述したように複式学級を有する学校はへき地に や発達段階などのレディネスが大きく影響すると

所在することが多いため児童の社会経験が乏しい 認識されていることである。在籍する児童の状況

場合もある。児童の興味 ・関心を高め、社会科学 によって学級の雰囲気も大きく変化することを考

習の動機づけとなる社会事象の教材化が一層求め えると、教員が的確に児童の状況や社会科学習の

られると言えよう。 レディネスを見極め、授業計画を立てたり臨機応

変に対応したりする力が求められる。複式社会科

(3)社 会科と地域 授業における児童の変容やその要因を把握するケ

次に 「教室の中で学習したことは現実の社会で 一ススタディを積み重ね、一般的な傾向性を明ら

はこのようになっているということを実感させる かにする研究が今後必要となるだろう。

のに難しさを感ずる。」というように、地域と社 第3に 、複式社会科学習とへき地という地域性

会科を結び付けた記述も多い。へき地における社 が密接に関連することである。先ほどの児童のレ

会科のあり方を問い直し、地域性を積極的に社会 ディネスへの影響以外にも、見学先や地域教材の

科にいかす視点が必要となる。 確保など、へき地社会科教育が抱える課題は看過

特に、へき地であることが社会科学習に大きな できない。オンラインでの地域教材の蓄積や隣接

影響を与える事例として見学の問題がある。「複式 ・ 校との連携も欠かせない。

小規模校では、見学すべきものが近くにないこと 本文中に述べたように質問事項の改善や追加イ

が多い。(消防、警察、スーパーマーケット、など)ン タビューの必要性も明らかとなった。今後も鹿

遠足時や近隣校と合同で行うなど工夫が必要であ 児島県内の複式社会科教育の発展に寄与する研究

る。」というように社会科の集合学習の要望もあ を継続したい。また社会科に限定せず複式教育研

った。地域を取り上げた新聞記事やYOuTubeな 究に鹿児島大学教育学部が携わっていくことは、

どの動画サイ トの活用など社会科授業者による教 本調査の記述回答でも見られた地域の要望であり、

-37一



鹿 児 島大 学 教 育 学 部 教 育 実 践 研 究 紀 要 第24巻(2015)

本 学 部 の 使 命 で も あ る 。 重 層 的 で 多 様 な 取 り組 み

を 考 え て い く 必 要 が あ る だ ろ う 。

本 研 究 は 、 鹿 児 島 県 内 の 複 式 学 級 を 有 す る 小 学

校 の 先 生 方 に 多 大 な ご支 援 を い た だ き ま した 。 記

し て 感 謝 申 し 上 げ ます 。

1鹿 児島県教 育委員会編 『平成25年 度 鹿児島県 の教 育行政』

の 「V学 校 名簿」(pp.120-159)に お いて、 「学級数(特

別支援学級含 む)」 の欄 の数字 か ら 「特別支援 学級数」 の欄

の数字 を引き、5学 級以 下 とな る国公 立小学校 に送 付 した。

なお 「学級 数(特 別支援 学級含む)」 の欄 の数字 と 「児童 生

徒数(特 別 支援学級含 む)」 の欄の数字が 同一の場合 は単 式

学級である ことが明 らかなた め送付 しなか った。また送付ミ

スで複式学級 を有す る可能性 のある3校 に送 付ができなかっ

た。

2質 問紙を回答 ・返却 しなか った学校 のなか には、欠学年な ど

で複式学級 を有 していな いことを理 由に回答 ・返却 しなかっ

たケース もある と予想される。

31年 生 と2年 生、3年 生 と4年 生、5年 生 と6年 生の組み合

わせで編制 される複式学級 を順則複式学級 、それ以外 の学年

の組み合 わせで編制 される複式学級 を変則複式学級 と呼ぶ。

変則複式学級 につ いては解消 を求 める声 も多 く、たとえば全

国へき地教育研究連盟は、文部科学省 の 「今後 の学級編制及

び教職員定数の改善 に関する教育関係団体 ヒアリング」(2010

年2月18日)に おいて 小学 校2・3年 、4・5年 の変則 複

式学級の解 消を求める意見を提出 している。

4「 公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定 数の標 準に関

する法律」(昭 和33年5月1日 法律第116号)

5AB年 度方式 とは、2つ の学年分 の指 導内容 を合わせ 、第1

年次(A年 度)と 第2年 次(B年 度)に 配 当し、両学年に同

じ単元 ・内容 を同 じ目標で指導す るもので ある。複 式学級の

両学年の児童が一緒 に同 内容 を同程度で学習す る ことになる

ため、学年差への配慮が求め られる ことになる。

6学 年別方式 とは、複式学級 を構成す る上 ・下 学年の児童に対

し、学年別の学習内容 を指導す るもので ある。1つ の教室を

半分にわけた り、2つ の教室 を使 った りなどして学年別 に学

習空間を区切 り、学年別の学習が同時に進む ことになる。

学年別方式で1名 の教員が両学年 を指導す る場合、教師が

児童 と対面 して指導す る直接指導 の学年 と、児童だけで学習

を進める間接指導の学年が生 じることになる。直接指 導 と間

接指導は両学年 にそれぞれ交互 に行われ ることが多く、教師

が一方の学年の学習空間か ら他方 の学年 の学 習空間へ移 動す

る ことは 「わた り」 と呼ばれる。両学年分の教材研 究を行 い、

実際の子 どもの状況 を見なが ら臨機応変 に複 式指 導 してい く

な ど、教師には高い授業実践力が求め られる。

7学 校のまわ り(1)と 市(2)や 、わた したちの願 いを実現

する政治(40)の 小単元が該当する。

8北 俊夫ほか 『新 しい社 会』東京 書籍、2011年 。

9ベ ネ ッセ教育総合研究所(2007年11月20日 登録)「 第4回

学習基本調査 ・国内調査 速報版[2006年]」 「1教 科 の

好き嫌 い」(http://herd.benesse.jp/ber(Ucenter/open/report/gakukihon4

/sokuho/sokulOl.html)2014年9月23日 取得 。
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